
令和２年度第４回教育研究評議会議事要旨 

 

 

日 時  令和２年７月１７日（金） １５時５８分～１６時１９分 

場 所  Ｗｅｂ会議 

出席者  学長，渡理事，山下理事，寺本理事，樫澤人文・社会科学域長，豊田自

然科学域長，末岡医学域長，板橋教育学系長，吉住芸術学系長，山下医

療系長，小林農学系長，岩本全学教育機構長，大島附属図書館長，高椋

総合分析実験センター長，甲斐評議員，荒木評議員，中村評議員，青木

評議員，後藤評議員，一色評議員 

欠席者  なし 

陪席者  佐々木監事，山﨑事務局長 

 

 

○ 審議事項 

１．審議事項 

 

２．その他 

  特になし 

 

○ 報告事項 

１．令和元事業年度決算について 

   財務課長より，本件について，国立大学法人法第３５条において準用する独

立行政法人通則法第３８条第１項及び同条第２項に基づき，令和元事業年度財

務諸表等を文部科学大臣に提出した旨，説明があり，続いて，令和元事業年度

決算における貸借対照表及び損益計算書の概要，当期総利益の算出について，

報告があった。 

 

２．令和３年度概算要求事項について 

   財務課長より，令和３年度概算要求に向けて，機能強化経費（機能強化促進

分，共通政策課題分）の要求事項選定を行った旨，また，要求事項の具体的な

内容について報告があった。次いで，環境施設部長より，令和３年度施設整備

費概算要求の基本方針，施設整備費補助金及び施設費交付事業費の要求事項に

ついて，報告があった。 

 

３．新型コロナウイルス感染症に関連した感染症対策として実施した当初予算の 

一部留保の解除について 

   財務課長より，本件について，新型コロナウイルス感染症に関連した感染症

対策の財源として，各プロフィットセンターに配分した財源の１０％を留保し

ていたが，今年度の対策としては，予備費等で対応可能と考えることから，留

保を解除し，各プロフィットセンターへ再配分する旨，報告があった。 

 

４．全学委員会等の審議状況報告について 

   渡理事より，令和２年度第１回中期目標・中期計画実施本部会議及び令和２

年度第１回拡大役員懇談会について報告があった。次いで，山下理事より，令

和２年度第３回学生委員会について報告があった。寺本理事より，６月及び７



月の拡大役員懇談会において議論いただいた内容について，確実に取り組んで

いきたい旨の発言があった。 

 

５．その他 

   特になし 

 

○ その他 

   学長より，令和２年度学位記授与式（９月期）及び令和２年度入学式（１０

月期）について，新型コロナウイルス感染症の感染収束が見えないことを受け，

式典を中止にし，各学部等にて対応する意向である旨，各評議員へ意見を伺っ

たところ，特に意見はなかったため，次の緊急対策本部会議にて審議し，最終

決定を行うこととなった。 

 

以上 


